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　2015 年度は戦後 70 年という節目の 1 年間であ
り，私たちも当館が果たす役割の大きさを再認識し
た 1 年でした。
　それでは昨年度１年間，来館者より寄せられたア
ンケートなどから 2015 年度を振り返ります。
　昨年度は年間 8176 名の来館があり，開館以来３
番目に多い来館者数でした（下表参照）。特に来館
者が多かった月は，8 月（1336 名），11 月（1175 名）
でした。どちらの月も企画展第一期・第二期開始の
月であり，「戦後 70 年」ということでメディアに

も多く取り上げられたことが大きかったようです。
新聞，テレビを見て「初めて登戸研究所の存在を知っ
た」と訪れる方が多かったことが印象的でした。ま
た，一度訪れた方が仲間を誘って２回３回と来館さ
れることも当館の特徴の一つですが，これが下の来
館回数グラフにも表れています。「初めて知ること
ばかりだった。友達にも紹介したい。」と案内した
最後に言っていただけることは，私たちにとって大
変嬉しい一言であり，これからも歴史と真摯に向き
合い伝えていこうと身が引き締まる思いです。

　年代別来館者数は 60 代以上が
半数以上を占めており，そのうち
約 60％が戦争体験者である 70 代
以上でした。一方で若年層は，夏
休みの自由研究や卒業論文のテー
マとして取り上げ，何度も足を運
ぶ学生の姿が見受けられました。
ただし，見学に訪れた小・中・高・
大学は 35 校 996 名と，学校数は
例年と比べ少なくなかったのです
が，1 校あたり訪れる人数が減少
してしまいました。今後は受入れ
態勢を整え，次世代にも受け継い
でいきたいと思います。
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第６回企画展　NOBORITO 1945 ―登戸研究所 ７０年前の真実―

開　催　報　告
　昨年 8 月 5 日から７ヶ月間に渡って開催してき
た第 6 回企画展「NOBORITO1945」は，3 月 26
日に好評のうちに閉幕しました。
　今回は，戦後 70 年ということもあり，「1945 年
8 月 15 日」をキーポイントに第一期，第二期にわ

けて展示を行い，終戦前後の登戸研究所や所員らに
焦点を当てました。
　会期期間中は 5,365 名の来館者があり，1 日平
均は約 40 名と，開館初年度，2014 年度に次ぐ来
館者数でした。
　

　期間中は，講演会３回と証言会１回，ギャラリー
トークを３日間４回行いました。
　第一回，第二回講演会では，山田館長が今回の企
画展にまつわる調査活動の様子を交えて，展示内容
をより皆様に解っていただけるような講演会を行い
ました。
　第三回は，長野県より木下健蔵氏をお招きし，第
一部に 1980 年代に行われた長野県の高校生たちに
よる登戸研究所調査についての講演，第二部に渡辺
講師・山田館長も交えてパネルディスカッションを
行いました。当時教員として高校生と共に調査した
木下氏・渡辺講師より登戸研究所解明につながる当
時の高校生たちの活動について語られ，次世代へと

戦争の記憶を受け継ぐことが叫ばれる現状におい
て，大変貴重な機会となりました。
　証言会では疎開に関わった元勤務員，疎開後の
登戸研究所を知る元勤務員や関係者をお招きして，

1945 年の登戸研究所の活動について，お話いただ
きました。
　企画展で展示した内容については６月頃に当館
HP にアップする予定ですので，期間中にご来館い
ただけなかった方はぜひこちらをご覧ください。
▶ http://www.meiji.ac.jp/noborito/event/index.html

　こちらのページには，今までの企画展や講演会レ
ジュメなどを紹介しておりますので，ぜひ一度アク
セスしてみてください。
※なお，この度の企画展に関連した証言会や講演会
の書き起こしも今後アップしていく予定です。
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第一期開催中の８月 15 日には大勢の来館者がありました。

2015 年 10 月に開催された元勤務員による証言会

2016 年 3 月に開催された企画展記念第三回講演会，第二部
の様子。左より木下氏，渡辺講師，山田館長。

イベントの様子

（ここまで，塚本記）



シリーズ Q ＆ A
　  第九回  「東生田駅」って？

　現在，資料館の最寄駅は小田急線の「生田駅」

ですが，登戸研究所時代には「東生田駅」といい

ました（1964（昭和 39）年現名称に変更）。

　資料館にも東生田駅に関する資料が残っていま

す。登戸研究所第二科のタイピストが残した「雑

書綴」には，「小田急線上り東生田発時刻表」が

綴られており，6 時 02 分から 23 時 38 分まで

の 43 本の電車の出発時間が記載されています。

この時刻表には適用時期の記載がありませんが，

調べると 1942（昭和 18）年 4 月 20 日改正

版であることが判明しました。

　東生田駅は 1927（昭和２）年に開業しまし

た。航空写真でも登戸研究所の周囲には農地以外

目立った建物も見られず，乗降客はあまり多くな

かったようです。しかし，登戸研究所元勤務員の

証言によると，東生田駅は研究所への通勤に利用

されており，登戸勤務員以外の乗降はできなかっ

たそうです。（周辺住民は利用できたという説も

あります。）昭和 18 年の登戸研究所は，風船爆

弾の開発，偽札製造も本格化し，676 名もの所員・

勤務員を擁する組織になっていたため，この駅の

利用者も増えたことでしょう。

　そこで，資料館では１937（昭和 12）年の登

戸研究所設置以前と昭和 18 年頃では東生田駅の

列車発着数に変化があったのではないかと推定，

調査をしました。すると，昭和 12 年と 18 年で

は，列車の発着数は増えていたものの，これは当

時の電車運行の時間調整のためであり登戸研究所

の設置との関係性は確認できない（小田急電鉄広

報部）とのことでした。

　生田駅が東生田駅であったことを示す史跡がこ

の地域には今でも残っています。それは「東生田

駅設置記念碑」（タイトル左の写真）で，生田駅

付近に現存しています。東生田駅の設置位置が決

定されるまでは地域間の対立など大変な苦労が

あったそうですが，駅設置後にはその恩恵を享受

し発展していることを記念して 1928（昭和 3）

年に建てられました。この記念碑は登戸研究所所

員の通勤風景も見守っていたかもしれません。

資料館裏倉庫跡（通称：弾薬庫）屋上補修工事終了
　老朽化による天井の漏水のため，屋上の補修工事を行っていた資料館裏の倉庫跡（通称：弾薬庫）の

工事が終了しました。登戸研究所が建てたこの倉庫は

貴重な戦争遺跡のため，これからも保存をしていかな

ければなりません。そのため，工事は，屋上に積もっ

ていた土や枯葉を取り除き，屋上表面を整え，防水コー

ティングを行うという大規模なものでした。内部公開

も再開しましたのでご希望の方は資料館受付までお知

らせください。

資料館第三展示室に展示中の「雑書綴」636 頁に綴ら

れている「小田急線上り東生田発時刻表」

（左）工事終了直後の倉庫跡と（右）補修がほぼ終了した倉庫

跡屋上の様子

（この頁，椎名記）(3)



〒 214-8571　神奈川県川崎市多摩区東三田 1-1-1　
　　　　　　　  明治大学生田キャンパス
TEL/FAX：044-934-7993
E-mail：noborito@mics.meiji.ac.jp
URL：http://www.meiji.ac.jp/noborito/index.html
　　　　　 https://twitter.com/meiji_noborito
　　　　　 https://www.facebook.com/Noboritoshiryoukan

≪利用案内≫
開  館  日：水曜日～土曜日（日・月・火 閉館）
開館時間：午前 10 時～午後４時
入  館  料：無料

＊大学行事にともない、臨時に閉館する場合があります。

＊ 10 名以上の団体は 1 か月前までに申込をしてください。

　日曜日に団体見学希望の場合は事前にご相談ください。

＊ガイドをご希望の場合も事前予約をお願いします。

編集・発行：明治大学平和教育登戸研究所資料館
発　行　日：2016 年 4 月 13 日

2016 年 3 月 31 日現在の累計来館者数は 48,753 名です
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　2016 年 4 ～ 6 月の見学会を上記の日程で開催します。内容は生田キャンパス内に残る登戸研究所
関連の史跡見学、資料館設立ドキュメンタリー「蘇る登戸研究所」鑑賞、資料館内の展示解説です。
ガイドは山田朗館長または登戸研究所研究の第一人者・渡辺賢二氏です。
　いずれも土曜日 13 時に明治大学生田キャンパス中央校舎 1 階ロビー集合。所要時間は 2 時間程。
事前申込制となります。電話・FAX・E メール（必ず本文にアドレスを明記）のいずれかの方法で、
ご希望の日にち・お名前・人数・連絡先（携帯番号等）をお知らせください。

◆『登戸研究所資料館 館報』刊行
　資料館ではこのたび『明治大学平和教育登戸
研究所資料館 館報』を刊行し、当館の活動内容
と調査・研究の成果を広く公開することになり
ました。2016 年 3 月に発行した第 1 号（2015
年度）では 2014 年度第 5 回企画展「紙と戦争
―登戸研究所と風船爆弾・偽札―」に関わる講
演会や展示パネル、および 2014 年度年次報告
を収録しています。今年度中に 2015 年度の企
画展と年次報告を収録した第 2 号を発行する予
定です。

開館日（水曜日～土曜日　10 ～ 16 時）
閉館日（日・月・火曜日、臨時閉館日）

4 月 23日（山田）・5 月 7日（山田）・5 月 21日（渡辺）・6 月 4日（山田）・6 月 18日（渡辺）

資 料 館 か ら の お 知 ら せ

　　見　学　会　事前申込制・各回定員 25 名・参加費無料

◆開館予定
　GW・夏期の開館予定日は 4 月～ 9 月開館カレ
ンダーをご確認ください。以下の日は通常開館と
異なりますのでご注意ください。

　【開館中の停電】5 月 5 日（木祝）
　　開館時間内の 15 時から 15 分間程停電予定

　【臨時開館】8 月 7 日（日）
　　オープンキャンパスのため開館、8 日（月）は閉館

　【臨時閉館】8 月 10 日（水）、8 月 12 日（金）
　　断水等メンテナンスのため　　
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◆ 2016 年 4 月～ 9 月開館カレンダー　＊最新の情報は当館 HP でご確認ください

（この頁，畠山記）


